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�
と　

き
・
令
和
3
年
11
月
27
日（
土
）

�
と
こ
ろ
・
ア
ー
ト
ホ
テ
ル
新
潟
駅
前

《
テ
ー
マ
》

　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る　

わ
が
街
・
施
設
・
病
院
の

�

「
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
」
の
取
り
組
み　

　

テ
ー
マ
は
、『
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る　

わ

が
街
・
施
設
・
病
院
の
「
地
域
包
括
医
療
・

ケ
ア
」
の
取
り
組
み
』
と
し
て
、
県
内
関
係

団
体
の
6
名
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
・
病

院
・
行
政
の
取
り
組
み
事
例
を
発
表
い
た
だ

い
た
。
事
例
発
表
後
の
質
疑
応
答
で
は
Ｗ
Ｅ

Ｂ
参
加
者
か
ら
の
質
疑
も
寄
せ
ら
れ
た
。

開 

会 

挨 

拶

　

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会

�

会
長　

藤
森　

勝
也

�

（
あ
が
の
市
民
病
院　

院
長
）

　

厚
生
労
働
省
は
国
保
事
業
で
功
績
の
あ
っ

た
方
を
表
彰
し
て
い
る
。
今
年
度
に
つ
い
て

は
、
聖
籠
町
国
保
診
療
所
に
看
護
師
と
し
て

勤
務
さ
れ
て
い
た
大
沼
け
い
子
様
が
平
成
３

年
か
ら
平
成
26
年
ま
で
23
年
間
の
地
域
貢
献

よ
り
、
令
和
３
年
度
国
保
関
係
功
績
者
厚
生

労
働
省
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
。

　

本
セ
ミ
ナ
ー
に
ご
参
加
さ
れ
た
皆
様
に

　

本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
国
保
診
療
施
設
の
共
通

問
題
な
ど
を
研
究
討
論
し
、
地
域
包
括
医

療
・
ケ
ア
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域

住
民
の
保
健
、
医
療
、
介
護
、
福
祉
の
向
上

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て

い
る
。

　

昨
年
、
感
染
症
拡
大
の
影
響
を
受
け
中
止

と
し
た
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
今
回
で
５
回
目
を

迎
え
、
例
年
の
参
加
方
法
に
加
え
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で

の
参
加
を
募
っ
た
こ
と
で
、
78
名
と
多
く
の

方
か
ら
参
加
を
い
た
だ
い
た
。

は
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
ご
尽
力
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
敬
意
を
表
し
た
い
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
昨
年

の
１
月
か
ら
感
染
が
拡
が
り
第
５
波
ま
で
き

た
が
、検
査
、薬
剤
、ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ
っ

て
落
ち
着
き
を
見
せ
て
き
た
。

　

第
６
波
も
懸
念
さ
れ
て
き
て
お
り
、
追
加

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
控
え
て
い
る
。
参
加
の

皆
様
方
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

日
本
は
、超
高
齢
化
、少
子
化
、人
口
減
少
、

労
働
人
口
減
少
、
最
期
を
迎
え
る
場
所
の
問

題
、
医
療
費
の
増
加
、
国
・
地
方
自
治
体
の

財
政
は
逼
迫
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
国
は

平
成
26
年
に
医
療
介
護
総
合
確
保
推
進
法
を

制
定
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
を
各
地
で
構
築
・

実
行
を
求
め
て
い
る
。

　

全
国
国
診
協
は
古
く
よ
り
地
域
包
括
医

療
・
ケ
ア
と
い
う
概
念
で
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
。
取
り
組
み
の
一
環
と
し
て
、「
地
域

医
療
学
会
、
地
域
医
療
現
地
研
究
会
、
地
域

包
括
医
療
・
ケ
ア
研
修
会
」
な
ど
研
修
す
る

場
を
設
け
て
い
る
。

　

新
潟
県
で
は
平
成
28
年
度
か
ら
本
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
て
い
る
が
、
昨
年
は
残
念
な

が
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
今
年
は
感
染
拡
大
の
リ
ス
ク
を
考

慮
し
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
形
式
で
開
催
す
る
こ

と
と
し
た
。

　

最
後
に
、
令
和
４
年
５
月
13
日
・
14
日
に

「
地
域
医
療
現
地
研
究
会
」
を
ハ
イ
ブ
リ
ッ

ト
形
式
で
開
催
す
る
の
で
、
多
く
の
方
か
ら

の
ご
参
加
を
お
願
い
し
た
い
。

新潟県国保診療施設協議会
藤森勝也会長（あがの市民病院　院長）

会場とオンラインのハイブリット形式
で開催し、地域包括医療・ケアの事例

発表を行いました

令
和
3
年
度

新
潟
県
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
協
議
会

�
医
療
セ
ミ
ナ
ー
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当

科

に

お

け

る

訪
問
診
療
へ
の
取
り
組
み

　

急
速
な
高
齢
化
が
進
む
今
、
重
度
な
要
介

護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自

分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最
後
ま
で
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
ま
い
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る

地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
が
推
進
さ
れ
て
お

り
、
病
院
完
結
型
の
医
療
か
ら
地
域
完
結
型

の
医
療
に
転
換
す
る
よ
う
歯
科
に
お
い
て
も

在
宅
医
療
の
拡
充
が
緊
要
の
課
題
で
あ
る
。

　

問
題
点
は
、
訪
問
診
療
を
知
ら
な
い
、
ま

た
は
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
か
わ
か
ら
な
い

方
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
施
設
へ
の
受
診
を
控
え

る
方
も
い
る
。
ま
た
、
様
々
な
要
因
か
ら
治
療

が
途
切
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
患

者
の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
変
化
に
あ
わ
せ
歯
科
治

療
・
口
腔
ケ
ア
を
受
け
ら
れ
る
状
態
に
は
な
っ

て
い
な
い
。
退
院
時
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
な
ど
の

多
職
種
で
の
連
携
の
場
へ
参
加
機
会
を
増
や

し
、顔
の
み
え
る
関
係
づ
く
り
を
進
め
な
が
ら
、

阿
賀
野
市
の
歯
科
病
院
と
し
て
近
隣
の
歯
科

医
師
、
在
宅
歯
科
医
療
連
携
室
と
連
携
し
な

が
ら
地
域
の
歯
科
医
療
を
支
え
る
。

う
お
ぬ
ま
で
Ａ
Ｃ
Ｐ
す
る

　

少
な
い
医
療
資
源
を
守
り
、
持
続
可
能
体

制
と
す
る
に
は
市
民
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
市
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
機
関
の
役
割

を
理
解
し
て
上
手
に
病
院
を
利
用
す
る
こ
と

で
、
自
分
・
家
族
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
み

ん
な
で
学
ぼ
う
と
地
元
医
師
会
の
先
生
方
を

中
心
に
地
域
医
療
魚
沼
学
校
が
設
立
さ
れ

た
。
合
言
葉
は
、「
住
民
こ
そ
医
療
資
源
」

と
し
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
三
本
柱
は
、「
住

民
が
学
ぶ
」「
専
門
職
が
学
ぶ
」「
研
修
医
・

学
生
が
学
ぶ
」
で
あ
る
。

　
「
専
門
職
が
学
ぶ
」
で
は
、
地
域
包
括
ケ

ア
の
実
現
へ
の
人
材
育
成
を
目
指
し
、医
療
・

介
護
・
福
祉
・
行
政
な
ど
、
多
職
種
間
の
相

互
理
解
促
進
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
策
定
し
た
。

そ
の
ひ
と
つ
が
「
楽
想
講
座
」
で
あ
る
。
専

門
職
同
士
の
発
想
の
垣
根
を
取
り
払
う
こ
と

を
目
指
し
て
お
り
、
現
在
、
楽
想
講
座
で
Ａ

Ｃ
Ｐ
を
学
ん
で
い
る
。
み
ん
な
が
安
心
し
て

「
暮
ら
し
終
え
ら
れ
る
ま
ち
」
に
し
て
い
き

た
い
。

南
魚
沼
地
域
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携
の

課

題

と

現

状

　

南
魚
沼
市
は
、「
う
お
ぬ
ま
・
米
ネ
ッ
ト
」

と
「
Ａ
Ｋ
ネ
ッ
ト
」
の
二
つ
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
混
在
し
て
い
る
。

　
「
う
お
ぬ
ま
・
米
ネ
ッ
ト
」
は
、医
療
情
報
、

介
護
情
報
を
共
有
で
き
る
シ
ス
テ
ム
。
Ａ
Ｋ

ネ
ッ
ト
は
、
チ
ャ
ッ
ト
形
式
で
情
報
共
有
が

で
き
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
特
化
し
た
シ

ス
テ
ム
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携
を
さ
ら
に
活
用
、
充

実
さ
せ
る
た
め
に
は
、
両
シ
ス
テ
ム
の
使
い

分
け
が
必
要
と
な
る
。
患
者
に
関
す
る
書
類

情
報
共
有
は
「
う
お
ぬ
ま
・
米
ネ
ッ
ト
」
で

運
用
。
Ａ
Ｋ
ネ
ッ
ト
は
災
害
時
の
連
携
ツ
ー

ル
、
地
域
で
の
繋
が
り
等
で
利
用
。
両
シ
ス

テ
ム
を
使
い
分
け
す
る
た
め
に
は
、
加
入
率

の
増
加
が
必
須
で
あ
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
連
携
に

よ
っ
て
地
域
包
括
ケ
ア
の
構
築
・
普
及
に
つ

な
が
る
と
思
っ
て
い
る
。
住
み
慣
れ
た
街
で

最
期
ま
で
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
切
れ
目
の
な
い
医
療
・
介

護
提
供
体
制
が
構
築
さ
れ
た
ら
と
思
っ
て
い

る
。

辻内　実英　氏

関　真弓　氏

大塚　雪乃　氏

《座　長》
あがの市民病院　院長� 藤森　勝也　氏

《発表者》
あがの市民病院　歯科口腔外科� 辻内　実英　氏
小出病院地域医療教育・研修センター� 関　　真弓　氏
南魚沼市民病院　南魚沼地域在宅医療推進センター
� コーディネーター　大塚　雪乃　氏

柏崎市国民健康保険高柳診療所　所長� 登坂　尚志　氏
阿賀野市役所健康推進課健康づくり係� 佐藤　美穂　氏
上越市国民健康保険清里診療所　所長� 畠山　牧男　氏
（事例発表順）

事例発表要旨 「コロナ禍における　わが街・施設・病院の「地域包括医療・ケア」の取り組み」
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閉 

会 

挨 

拶

　

新
潟
県
国
保
診
療
施
設
協
議
会

�

副
会
長　

布
施　

克
也

�

（
魚
沼
市
立
小
出
病
院　

院
長
）

　

辻
内
氏
か
ら
は
生
涯
に
お
い
て
口
腔
ケ
ア

の
維
持
管
理
の
高
い
理
念
を
お
示
し
い
た
だ

い
た
。
関
氏
か
ら
は
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
進
め
て
い
く

う
え
で
小
出
病
院
の
多
職
種
連
携
の
取
り
組

み
を
紹
介
い
た
だ
い
た
。
大
塚
氏
か
ら
は
、

繋
が
っ
て
い
く
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

ツ
ー
ル
発
展
の
た
め
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
、
加
入
増

加
の
た
め
に
市
民
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
示
し
て

い
た
だ
い
た
。
登
坂
氏
か
ら
は
、
国
保
診
療

所
の
役
割
を
高
柳
ミ
ニ
ケ
ア
と
し
て
現
場
で

の
実
践
を
報
告
い
た
だ
い
た
。
佐
藤
氏
か
ら

は
、
他
の
自
治
体
の
参
考
と
な
る
行
政
と
し

て
の
健
康
寿
命
延
伸
対
策
を
発
表
い
た
だ
い

た
。
畠
山
氏
か
ら
は
、
日
頃
の
分
析
結
果
を

ご
報
告
い
た
だ
き
、
連
携
は
上
下
で
は
な
く

リ
ン
ク
と
い
う
素
晴
ら
し
い
発
表
が
あ
っ
た
。

参
加
者
の
皆
様
は
今
回
の
発
表
を
受
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
現
場
で
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の

発
展
に
繋
げ
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

上
越
市
清
里
区
に
お
け
る

「

病

診

連

携

」

　

地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
は
様
々
な
施
設
、

診
療
所
、
病
院
等
の
多
職
種
連
携
と
さ
れ
て

い
る
。
今
回
は
主
に
医
療
資
源
で
あ
る
病
診

連
携
、
診
診
連
携
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

清
里
診
療
所
か
ら
の
視
点
で
話
し
て
い
き
た

い
。

　

訪
問
診
療
を
行
っ
て
い
る
患
者
は
入
退
院

を
繰
り
返
す
こ
と
が
あ
る
。
高
度
急
性
期
機

能
を
有
す
る
病
院
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
を

有
す
る
病
院
、
診
療
所
で
リ
ン
ク
を
形
成
し

患
者
を
診
て
い
る
。

　

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
な
ど
を
有
す
る
中
小

病
院
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
よ
り
、
在
宅
患
者

は
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
中
で
守
ら
れ
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
診
療
所
と
病
院
間
の
病

診
連
携
が
う
ま
く
機
能
し
て
い
れ
ば
、
患
者

は
再
び
在
宅
生
活
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。

今
後
も
必
要
な
こ
と
は
、
想
像
力
、
患
者
・

家
族
を
中
心
と
し
た
思
い
や
り
の
心
、
地
域

包
括
医
療
・
ケ
ア
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
が
必
要

で
あ
る
。

め

ざ

せ

‼

健

康

寿

命

日

本

一

の

取

り

組

み

　

新
潟
県
の
健
康
寿
命
は
、
平
成
28
年
時
点

で
は
男
性
が
72
・
45
歳
、
女
性
が
75
・
44
歳

と
な
っ
て
お
り
、平
均
寿
命
と
は
男
性
８
年
、

女
性
12
年
の
差
が
あ
る
。
こ
の
日
常
生
活
が

制
限
さ
れ
る
期
間
を
短
く
す
る
た
め
に
健
康

寿
命
延
伸
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
取

組
み
の
内
容
は
、
１
運
動
、
２
休
養
、
３
栄

養
、
４
健
診
、
５
生
き
が
い
の
５
項
目
を
柱

と
し
て
、
各
種
の
施
策
、
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

事
業
等
を
展
開
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
交
流
の
促
進
、
健
康
づ
く
り
に
つ

な
げ
る
た
め
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器
一
般
開

放
、
新
潟
大
学
医
学
部
健
康
講
座
塾
等
を
開

設
し
て
い
る
。
保
健
だ
け
で
は
な
く
医
療
、

福
祉
を
は
じ
め
と
し
て
幅
広
い
分
野
の
関
係

機
関
の
皆
様
と
の
連
携
・
協
力
が
重
要
で
あ

る
。「
誰
も
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
阿
賀
野
市
」
を
め
ざ
し
、
こ
れ
か
ら
も

市
民
の
皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

高
柳
医
療
・
保
健
・
福
祉
を

考
え
る
会
（
高
柳
ミ
ニ
ケ
ア
）

　

高
柳
で
は
平
成
25
年
か
ら
令
和
２
年
の
間

で
総
人
口
が
５
０
０
人
減
少
し
て
い
る
。
高

齢
者
は
減
少
し
て
い
る
が
高
齢
化
率
が
61
・

８
％
と
上
昇
し
て
い
る
。
世
帯
数
の
半
数
は

単
身
高
齢
者
、
高
齢
者
の
み
世
帯
が
占
め
て

い
る
。

　

平
成
14
年
頃
か
ら
高
柳
診
療
所
医
師
と
地

区
担
当
保
健
師
が
高
柳
地
区
の
状
況
を
把
握

す
る
た
め
定
期
的
に
行
っ
て
い
た
情
報
交
換

を
、
平
成
18
年
か
ら
東
地
区
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
が
事
務
局
と
な
り
高
柳
地
区
で
活
動
す

る
関
係
機
関
が
個
別
ケ
ー
ス
の
相
談
や
地
域

の
課
題
に
添
っ
た
啓
発
活
動
を
始
め
た
。

　

活
動
内
容
は
、「
高
齢
者
個
別
ケ
ー
ス
の
情

報
共
有
」「
健
康
懇
談
会・ま
め
ま
め
講
座
」「
ミ

ニ
研
修
会
」
を
行
っ
て
い
る
。「
ま
め
ま
め
講

座
」
は
、
各
集
落
に
で
か
け
て
病
気
の
予
防

な
ど
の
講
演
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
は
コ
ロ

ナ
禍
の
影
響
に
よ
っ
て
活
動
が
停
止
し
て
い

る
状
況
で
あ
る
が
、
令
和
４
年
４
月
以
降
の

活
動
内
容
を
年
度
末
に
計
画
す
る
予
定
。

布施　克也　氏

畠山　牧男　氏

佐藤　美穂　氏

登坂　尚志　氏



令和4年3月（第 38 号） 国診協　に い が た （4）

令和 4年度　行事・会議予定

新潟県国保診療施設協議会

全国国保診療施設協議会・東北地方国保診療施設協議会

○新潟県国保診療施設協議会総会

　令和 4年 7月 8日㈮　新潟市　自治会館

○令和 4年度新潟県国保診療施設医療セミナー

　令和 4年11月26日㈯　ハイブリット開催（予定）

○第36回（令和 4年）地域医療現地研究会

　令和 4年 5月13日㈮～14日㈯新潟県

○東北地方国保診療施設協議会会長会議・連絡会議

　令和 4年 9月30日㈮　青森県

○第62回全国国保地域医療学会

　令和 4年 9月16日㈮～17日㈯　千葉県木更津市

○��国診協都道府県協議会会長・協議会設置国保連合会事務局長合同会議
　令和 5 年 2 月17日㈮　東京都

○新潟県国保診療施設協議会運営委員会

　令和 4年 7月 8日㈮・令和 5年 3月10日㈮

　新潟市　自治会館

○全国国保診療施設協議会定時社員総会

　令和 4年 6月17日㈮　東京都

○国保直診口腔保健研修会

　令和 4年 9月15日㈭　千葉県木更津市

○地域包括医療・ケア研修会

　令和 5年 1月13日㈮～14日㈯　東京都

第
36
回
（
令
和
4
年
）
地
域
医
療
現
地
研
究
会

�

新
潟
県
開
催

【
会　
　

期
】

　

令
和
４
年
５
月
13
日
（
金
）
～
14
日
（
土
）

【
メ
イ
ン
テ
ー
マ
】

　

日
本
一
の
米
ど
こ
ろ
、

　
　

酒
ど
こ
ろ
新
潟
で
語
り
合
お
う
、

　
　
　

わ
が
街
の
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア

　
　

～

白
鳥
の
飛
来
す
る
地
で
実
践
す
る
地

域
医
療　

愛
着
あ
る
地
域
医
療
を
見

つ
め
て
～

【
会　
　

場
】

　

メ
イ
ン
会
場

　
　

新
潟
市

　
　
　
「
朱
鷺
メ
ッ
セ
」

　

視
察
施
設

　
　

阿
賀
野
市

　
　
　
「
あ
が
の
市
民
病
院
」

　
　
　
「
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
」

【
目　
　

的
】

　

　

保
健
・
医
療
・
介
護
・
福
祉
（
統
合
）

に
よ
る
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
推
進
を

図
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
関

係
者
が
一
堂
に
会
し
、
施
設
視
察
、
研
究

討
議
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
２
年
連
続
中
止
後
、
初

の
開
催
と
な
る
。

　

新
た
な
試
み
と
し
て
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ト
方

式
を
採
用
し
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
者
は
全
体
討
議

等
を
Ｌ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
配
信
で
視
聴
、
視
察
動
画
を

会
期
後
の
17
日
か
ら
５
月
31
日
ま
で
視
聴
が

で
き
る
。

　

地
域
交
流
会
は
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
中
止
と
な
っ
た
が
、
会
員
間
の
交
流
に

よ
っ
て
地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
推
進
を
図

る
。


